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＜連絡事項＞

· 部署代表不信任投票が本日締め切りの為、未投票のスタッフは投票すること。

· 2月分経過連絡表は3/7（土）までに提出すること。

＜外来患者様情報＞

· 大久保　恒夫様～採血実施。尿検査は異常なし。風邪薬3日分処方されている。妻様（大久保律子

様）は、土曜日より実家に帰省するとのこと。

· 細越　定生　様～ダイエットは頑張っていたが、122kgからは減らなくなったと話されている。休

日はレンタカーを借りて運転することがあるとのこと。

· 中居　松男　様～前回2週間分処方だったが、「この方が楽でいい」と話されている。木曜日は前

野義勝様と夕食を作って食べるとのことで、本日はラーメンを作って食べると話されている。

· 小野寺　文明様～調子については変わりないとのこと。

· 佐藤　朗子　様～仕事は疲れないようにやっているとのこと。3月に1度8時間で勤務し、良いよ

うだったら4月から8時間労働に切り替えると報告されている。

· 長瀬　紘一郎様～3/13平和病院受診予定。拡張期血圧が高め（80～90mmHg台）とのことで、ブラ

バスチンナトリウム処方となっている。

· 平　　康子　様～夜間トイレに起きるが、再入眠できているとのこと。

· 船場　幸子　様～生活については「まあまあやってます」とのこと。青山荘入所して1年が経過し

たが、「何も覚えないまま1年が経ってしまいました」と話されている。

· 上久保　善郎様～調子は良いとのこと。本日はこれから実家に外泊すると話されている。体重は

90kgで減量するように説明あり。

· 山田　健次　様～16時には帰宅しているのか尋ねると「はい」と答えている。

· 奥山　以依子様～先週減薬後、精神症状に変わりはない。1ヶ月様子をみて変化がないようであれ

ば、レボトミンも減薬する方向。

· 前野　義勝　様～本日は中居松男様宅でラーメンを作ると話されている。「ナイトケア卒業はない

のか」と質問されており、時々休むのは問題ないが、孤立しないようにと説明している。

· 鹿原　博夫　様～特に変わりないとのこと。

· 大久保　康弘様～幻聴に左右されることはないと話されている。睡眠は7～8時間とれているとの

こと。

· 中居　美津子様～FK散を1週間分、センナリドを2週間分処方。生活の方は特に変わりはないと

のこと。

· 柳町　信之　様～テレパシーはある時と無い時があるとのこと。どのような内容が聞こえるのかと

問うと、「食事とか買い物とかDVDとか、三春屋やよこまちに行けという内容が多い」と話されている。

＜利用者様情報＞

· 高橋　幸雄　様～昼食時に寒気、吐き気、頭痛など不調を訴えており、昼食も半分程度残している。

体温35.9℃。静養室で休むよう促すが、「様子をみます」とマットを敷いて休まれている。引き続き、体調の観察を行っていく。

· 番沢　政勝　様～特定メンバー（上久保善郎様）が近々青山荘を退所になることについて、「退所

したらデイケア来なくなるんじゃないか。そうしたら相談する相手がいなくなってしまう」と話されている。退所後もデイケアは利用すること、スタッフにも相談して良いこと説明している。

· 下町　サン子様～「今野さんからタバコを3本たかられた。馬渡さんからも。何回もたかられるか

らすぐ無くなる」と話されている。相手にはこのことを言って欲しくないとのことで、タバコを要求された場合は、自分ではっきりと断るように説明している。

· 今野　容子　様～下町様より上記の訴えがあり。本人に事実確認をすると、「前にもらったのを言

っているんじゃないか」と話をはぐらかし、別の話題に切り替えようとしてい

る。青風荘や青陽館では喫煙をしている様子はないが、以前、青風荘の自室か

らライターが見つかったこともある。他者に物を要求しないこと、喫煙は身体

にも影響が大きいことを説明している。

· 馬渡　武光　様～上記のタバコの件について、本人に事実確認を行っている。本人は「なくなった

　　　　　　　　と一人でしゃべっていたらくれた。前はくれって言ったこともあるけど」と話

されている。物のやり取りは良くないこと、喫煙のルールを守れないようであ

れば喫煙は出来なくなることを説明すると、「そうなったらタバコをやめる」と

話されている。今後も、注意して様子観察を行っていく。

· 五日市　公　様～「昨日、布団に入ったけど眠れなかった」と話されているが、眠気が強い様子や

ふらつきはみられない。引き続き体調や睡眠状況を観察し、本人の訴えを傾聴していく。

＜新書式検討＞

· 新年度より、経過連絡表の書式の見直しを行っていく予定。（担当：上野、下館）

⇒治療計画の評価書式と統合し、毎月治療計画の見直しを行えるように変更していく。

　その他、記入しやすいように項目の見直しも行う。

＜デイケア事例検討＞

北村　奈美様（30）統合失調症

利用開始日：平成19年8月10日（1年6ヶ月）

利用頻度　：週2回（水・金）

治療計画　：①地域生活を維持するため、生活リズムを乱すことの無いよう継続した通所が出来る。

②身体・精神の不調の際にはスタッフへ相談することが出来る。

検討内容　：治療計画の見直し

○最近の本人の様子

· 週2回の利用日だが、実際は月1～2回程度の利用率。欠席の理由として、現在他科受診（婦人科、肛門科など計5箇所）を行っており、利用日以外もやることがあるとのこと。

· テレビを観ていて就床が23時になり、7時頃に起床するが準備に3時間ほど掛かるため、定時に来所できない。準備が間に合わず、そのままデイケアを欠席することもある。本人は1日7時間30分眠ると決めており、観たいテレビも欠かせないとのことで、時間調整を促してはいるが実際に行うことは困難。

· 生活リズム改善目的でデイケアを利用しているが、本人が持っている目的は漠然としておりはっきりしない。日中の活動場所を確保することで、生活リズムの改善を図るように説明すると、本人も「このままだと駄目だと思うんですけど、出来ないんです」と話されている。

· 一つの行動をすることに、確認する時間も含め、時間を要している。また、来所したら何人と何を話すかなど事前に決めて実行するなど、こだわりが強い面もある。退院直後と比較し、確認行為自体は減っており、相談の時間もスタッフの都合に合わせて調整すること出来ている。

· デイケア利用日の前日は、ノート1冊に自分でまとめた注意事項（服装、嫌いな人に話しかけられた時の対処など）を読むことに3時間費やすとのこと。来所してからは内容を忘れてしまうため、注意事項通りにはいかないとのこと。それでは読まなくてもいいのではないかと説明するも、「読まないと不安なんです」と話される。

· 一時期、定期的に通所することができていたが、特定メンバー（田向玲美様）と関わることでストレスを感じるとのことで、現在はあまり通所したくないと話されている。

○検討結果

· 治療計画①②ともに継続して実施を行う。

· ①については、定期的な通所はできていない。生活リズムの改善の為、通所利用の必要性を説明し、遅れてでも確実に来所できるように促していく。

· ②については達成しているが、今後も引き続き同治療計画を継続する必要がある。










